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通期業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2023年 11月 14日に公表しました2023年 12月期（2023年 1月

1日～2023年 12月 31日）の通期連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

1. 2023年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2023年 1月 1日～2023年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

26,520 

百万円 

358 

百万円 

359 

百万円 

269 

円 銭 

38.85 

今回修正予想（Ｂ） 26,118 597 617 474 68.50 

増減額（Ｂ－Ａ） △402 239 258 205  

増減率（％） △1.5 66.7 71.8 76.2  

（ご参考）前期実績 

（2022年 12月期） 
24,390 △669 △554 △1,145 △165.50 

 

2．特別損失の発生及びその理由 

当グループは、事業構造再構築の一環として、2022年5月30日付で「関東生産拠点の集約及びそれに

伴う特別損失の発生に関するお知らせ」を開示した通り、横浜工場を閉鎖し跡地について有効活用する

こととしました。それにより前連結会計年度において事業構造改善費用1,158 百万円を計上、事業構造

改善引当金618百万円を計上しておりましたが、当第４四半期連結会計期間において、当初想定してい

なかった地中障害物撤去工事などの追加費用が発生したため90百万円の特別損失を計上いたしました。 

 

3．修正の理由 

 前回、業績予想を公表した 2023 年 11 月 14 日時点においては、第４四半期連結会計期間におけるエ

ネルギーコスト、為替変動による原材料高騰などの生産コストの高騰を想定し業績予想を公表致しまし

たが、第４四半期連結会計期間において商品の販売構成が変化したことによる収益性の向上（低採算製

品の販売抑制、高採算製品の伸長）に加え、エネルギーコストの高騰影響が想定よりも低減されたこと

を主要因に、営業利益、経常利益が前回予想を上回る見込みとなりました。また、親会社株主に帰属す

る当期純利益についても「2．特別損失の発生及びその理由」の影響を受けましたが、前回予想を上回る

見込みとなりました。 

以 上 


